
【分野別評価】 

Ⅰ 教育 

５段階評価 
（中期目標 

  期間）

５段階評価 

（R4年度）

【R4 年度について】 

【中期目標期間（H29 年度～R4 年度）について】 

中期計画 2022年度計画 
進捗状況

判断理由（計画の実施状況等） 
評価 

評価理由及び意見 
中期年度 中期 年度

【1】 

① 地域科目の開設等 

地域課題に対応した既設の講義や実

習に加え、… 

Ⅳ （2017～2021年度の実施状況概略） 【R4年度について】 

【中期目標期間（H29～R4年度）について】

 【1-1】 

① 地域科目の開設等 

6科目から12科目に再編・充実

した… 

 Ⅳ （2022年度の実施状況） 

① 大学の自己評価と同じ場合 

評価欄もコメント欄も空欄のまま 

（後で事務局が記載） 

※ただし、Ⅳ→Ⅳ、Ⅱ→Ⅱ評価の場合、 
特筆すべき又は遅れている点を 
分野別評価欄に記入

② 大学の自己評価と異なる場合（Ⅲ→Ⅳ等） 

評価欄とコメント欄を記入 

（異なる評価となった理由を記入）

項目別評価でⅣまたはⅡ評価とした部分等について、特筆すべき点や遅れている点等を記入

＜中期計画の 4つの分野＞ 
  Ⅰ 教育 Ⅱ 研究 Ⅲ 社会貢献 Ⅳ 管理運営等 それぞれの分野について評価を行う 

② 分野別評価

策定済（計画に掲載された内容） 大学による自己評価 評価委員が記入
① 項目別評価

■大学が記入済 

項目ごとに、業務実績、進捗状況、 
その判断理由等を大学が記述 
（実績報告書と同内容） 

大学の自己評価に対する検証結果や特記事項を踏まえ、下記指標に照らして５段階評価 ※今年度は「中期目標期間評価（H29～R4 年度）」と「R4年度評価」についてご記入ください。 

Ｓ：中期目標の達成状況が非常に優れている（期間評価）／特筆すべき進行状況（年度評価）※特に認める場合
Ａ：中期目標の達成状況が良好である   （期間評価）／計画どおり（年度評価）    ※すべてⅣまたはⅢ、又はすべてⅣもしくはⅢではないが業務の実施状況や特記事項の内容を総合的に勘案して評価委員会が特に認める場合 
Ｂ：中期目標の達成状況が概ね良好である （期間評価）／概ね計画どおり（年度評価）  ※ⅣまたはⅢの割合が９割以上、又はⅣもしくはⅢの割合が９割に満たないが業務の実施状況や特記事項の内容を総合的に勘案して 

評価委員会が特に認める場合 
Ｃ：中期目標の達成状況が不十分である  （期間評価）／やや遅れている（年度評価）  ※ⅣまたはⅢの割合が９割未満
Ｄ：中期目標の達成のためには重大な改善事項がある（期間評価）／重大な改善事項がある（年度評価）※特に認める場合 

■大学が記入済

項目ごとに、中期目標期間及び R4年度の実施状況等を下記指標に 

照らして大学が自己評価（４段階評価）  

＜評価指標＞ 
Ⅳ：年度計画を上回って実施している 
Ⅲ：年度計画を概ね順調に実施している 
Ⅱ：年度計画を十分に実施できていない 
Ⅰ：年度計画を実施していない 

中期目標期間及び R4 年度の進捗状況等を踏まえ、中期計画の項目ごとに、下記指標に照らして４段階評価

大学の自己評価と異なる場合のみ、記入してください（大学と同じ評価の場合は空欄）
※今年度は「中期目標期間評価（H29～R4 年度）」と「R4年度評価」についてご記入ください。

＜評価指標＞ 
   Ⅳ：中期計画（期間評価）／年度計画（年度評価）を上回って実施している 

    Ⅲ：中期計画（期間評価）／年度計画（年度評価）を概ね順調に実施している 
    Ⅱ：中期計画（期間評価）／年度計画（年度評価）を十分に実施できていない 
    Ⅰ：中期計画（期間評価）／年度計画（年度評価）を実施していない 

 資料１３ 



公立大学法人北九州市立大学の令和 4年度及び第 3期中期目標期間における業務の実績に関する全体評価調書 

【全体評価】 

〇 

〇 

〇

〇

【③【全体評価】評価委員が記述（箇条書き）

 分野別評価の結果や、大学の実績を端的に示す指標等を参考にしながら、中期計画の達成状況全体（中期目標期間評価）または 

進行状況全体（年度評価）について記述式により評価を行う（特筆すべき点や遅れている点、その他の意見等）。

〈視点の例〉 

・事業の実施状況について（分野別・分野横断的な事項の実施状況等について） 

・業務運営の改善・効率化等について 

・財務状況について 

・法人のマネジメントについて 

・市民への説明責任と透明性の確保について 

・地域貢献を目指した特色ある取組等について

③ 全体


